エミリィ・ディキンスンの詩における記憶と忘却 by 松本 明美 & Akemi Matsumoto
エミリィ・ディキンスンの詩
における記憶と忘却
松 本 明 美
Synopsis: The aim of this paper is to consider Emily Dickinson’s ideal
poet through vital key words, such as remembrance, oblivion, and fame.
At the same time, examining these words, I shall elucidate that she
cherished her lofty ideal relationship between the poet and his or her
poems. As for remembrance and oblivion, human hearts possess inter-
nal inconsistencies, so we have to read esoteric meanings of these diffi-
cult key words. Dickinson’s personae state delicate aspects of oblivion
as well as remembrance in some of her poems. Ironically, these two
words show sensitive shades of great significance and give readers im-
pression of difficulty, which expresses a distinguishing trait. In this pa-
per I shall carefully investigate Dickinson’s poems including minor ones
and prove that only sensitive poets who have a genius of a wide vo-
cabulary are given fame generation after generation. Furthermore, true
poets seldom come into the world, although Dickinson felt hatred to-
ward second-rate poets who expect honorable awards. Remembrance
and oblivion contain multi-layered meanings as both metaphors for the
subtleties of human beings’ internal world and an ideal poet before and
after her lifetime.
序 論
19世紀アメリカの詩人，エミリィ・ディキンスン（1830−86）の生前に，
彼女の詩を最も評価していたのが，友人であり，小説家で詩人のヘレン・ハ
ント・ジャクソン（1831−85）だった。ヘレンはディキンスンに宛てた書簡
の中で，次のような賛辞を送っていた。
I have a little manuscript volume with a few of your verses in
it― and I read them very often― You are a great poet― and
it is a wrong to the day you live in, that you will not sing
1
aloud.
５５
ディキンスンの生前中に彼女のことを「あなたは偉大な詩人です」と断言し
たのはヘレンだけである。しかもディキンスンに対するヘレンのこの評価
は，後にアメリカ文学史の中で不動の地位を築くことになる，詩人エミリィ
・ディキンスンの将来を予言していたかのようである。また，ヘレンが，
「あなたが大きな声で歌おうとなさらないのは，あなたが生きている時代が
悪い」からだと考えていたように，ディキンスン自身は，自分の名前を冠し
て詩集を出版することは断念したという経緯があった。しかしながらディキ
ンスンは，詩人として生きる強固な信念を持っていた。彼女の膨大な数の詩
の中には，自分の詩が時代を超えて生き続けることを願って書いたと思われ
る詩が少なからずある。
ディキンスンが敬愛していたウィリアム・シェイクスピア（1564−1616）
が，次のようなソネットを書いている。後のディキンスンの思想を彷彿とさ
せるような，シェイクスピアの詩への強い思いが伝わってくる。
My life has in this line some interest,
Which for memorial still with thee shall stay.
……………………………………………………
The worth of that, is that which it contains,
And that is this, and this with thee remains.
（Sonnets No.74 ll.3−4, 13−
2
14）
詩人の命が詩と合体して，常に生き続けるという強い生命力がこのソネット
を通して感じられる。ディキンスンもまた，このソネットのように，詩の持
つ生命力を信じていたのではないだろうか。同時に，詩人としてあるべき理
想像も熟考していたに違いない。そこで，本論では，ディキンスンが構築し
た詩人と詩の関係について，「記憶」と「忘却」という言葉を軸にしながら
考察を進めていくことにする。
Ⅰ
ディキンスンは若い頃から詩を書き続け，亡くなるまでにおよそ 1800編
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近い詩を書き残した。彼女の円熟期から晩年に書かれた詩のスタイルの特徴
は，まるで贅肉をそぎ落としたかのように圧縮されて，厳選された言葉とハ
イフンで構成されているという点であり，さらに俳句のような，凛とした静
謐なたたずまいをも感じさせる。一方，30歳前後までに書かれた詩は，横
溢する若さや闊達なイメージを喚起させる。しかしその才気がみなぎる詩に
は，若さと生命力とは対照的なネガティヴな言葉，具体例を挙げると，「忘
却」，「絶望」，「暗闇」などが多用されている。これらの言葉は，読者に切迫
感と絶望感を感じさせる。人間の心の複雑さや繊細さを暗示しようとしたデ
ィキンスンは，このようなネガティヴな言葉を選択することにより，高揚感
や挫折といった心の振幅を素直に表現することができたと考えられる。
そこで最初に，ディキンスンが若い頃に書いたとされる 64番の詩の考察
から始める。
Heart! We will forget him!
You and I― tonight!
You may forget the warmth he gave―
I will forget the light!
When you have done, pray tell me
That I may straight begin!
Haste! lest while you’re lagging
I remember him!（Fr
3
64）
詩の語り手を務めるペルソナの「私」が，「心」に対して急き立てるような
調子で語り始める。1行目の「彼」についてはここでは明らかにされていな
いが，ペルソナは「心」に向かって「彼」のことは忘れるように説得してい
る。「心」が“You”の代名詞に置き換えられることで，「心」がまるで擬人
化されたかのように描かれている。さらに，「あなたは彼が与えてくれた温
かさを忘れるかもしれない」と書かれているのは，「彼」から感じた「温か
さ」が，「心」に強力に刷り込まれていたことの証左となっている。
第 2スタンザでは，ペルソナの切迫感がさらに強度を増している。ペル
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ソナは「心」が速やかに「忘れる」ことによって，ペルソナ自身も「彼」の
ことを忘れたいと願っている。そうでもなければ，「彼のことを思い出して
しまう」のである。そのため，ペルソナは，「急いで！」（“Haste!”）と
「心」に訴えているのである。
「彼」をめぐっては，実在していたディキンスンの大事な知人だと考える
批評家がい
4
る。しかし実名を使わずに代名詞に置き換えると，誰だか特定で
きないため，謎めいた雰囲気がこの詩に漂っている。そしてペルソナは，人
の心が意に反して忘れようとすればするほど，ますます頭から離れていかな
いことも察知していたのだろう。この詩の「彼」が特定の誰かだと仮定すれ
ば，なお一層忘れようとしても忘れられない「心」の動揺が，エクスクラメ
ーションマーク（“!”）の多用によって象徴されている。また「心」に呼び
かける詩としては，次の 214番が挙げられる。
Poor little Heart!
Did they forget thee?
Then dinna care! Then dinna care!
Proud little Heart!
Did they forsake thee?
Be debonnaire! Be debonnaire!
Frail little Heart!
I would not break thee―
Could’st credit me? Could’st credit me?（Fr 214 stanzas 1−3）
この詩にも 64番の詩同様に，エクスクラメーションマークが多く使われて
いる。それにより，ペルソナの逸る気持ちが伝わってくるかのようである。
そして，「小さな心」を人間のように見立てて呼びかけていることが分かる。
ところが冒頭には「哀れな」（“Poor”）という形容詞が使われている。次の
行の「彼ら」が，一体誰のことなのかは即断できない。この「彼ら」が「哀
れな小さな心」のことを失念したため，ペルソナは同情の気持ちを込めて，
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「気にしないで」（“dinna〈＝do not〉care!”）と呼びかけている。
第 2 スタンザでは，前のスタンザの“Poor”と呼応するかのように，
“Proud”という同じアルファベットの P で始まる形容詞が文頭で使われて
いる。ここでは「小さい」ながらも「誇り高き心」と呼び変えられている。
そして第 1スタンザ同様，ペルソナは「心」に対して問いかける。その結
果，「心」からの返答はないものの，それでもペルソナは「心」を慰めよう
と努力している。
続いて第 3スタンザにおいてもペルソナは「心」に呼びかける。「か弱
き」という形容詞は，「心」の繊細さを表現する。そのためペルソナは「か
弱き心」を取り乱すようなことはしないと明言する。第 1スタンザから第 3
スタンザの最後の行では，口語的に使われる機会が少ない単語（“dinna，”
“debonnaire，”“Could’st”）が目立つ。しかしながら最終スタンザでは，こ
れまでよりも，より明確な表現が使われている。
Gay little Heart―
Like Morning Glory!
Wind and Sun― wilt thee array!（Fr 214 stanza 4）
「心」が陽気な時は，「朝顔」のように華やかで晴れ晴れとした状態になると
ペルソナは語る。そして「風」と「太陽」という 2つの自然界に属するも
のが，「心」を植物のように成長させるだろうという語りで，この詩は締め
くくられる。この 214番は短い詩ではあるが，弱い面と強い面の両方を併
せ持つ「心」の揺れがよく表れている。
次の 391番では，終始混乱と疑問を繰り返すペルソナの様子が伝わって
くる。
Knows how to forget!
But could It teach it?
Easiest of Arts, they say
When one learn how
Dull Hearts have died
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In the Acquisition
Sacrifice for Science
Is common, though, now―
I― went to School
But was not wiser
Globe did not teach it
Nor Logarithm Show
“How to forget”!
Say some Philosopher!
Ah, to be erudite
Enough to know!
Is it in a Book?
So, I could buy it―
Is it like a Planet?
Telescopes would know―
If it be invention
It must have a Patent―
Rabbi of the Wise Book
Dont you know?（Fr 391 B）
普段は気に掛けることのない忘却について，ペルソナは自問自答している。
1行目は主語が省略されているが，「忘れる方法」がテーマとなって，語り
が展開される。ペルソナは，「忘れる方法」を誰にも教わることなく会得し
たらしい。しかしそれは「いちばん簡単」そうで，実はそうでもないことが
分かる。次のスタンザにわたって述べられているように，感受性が鈍くなれ
ば，失念するのが早いというものでもない。
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第 3スタンザでは，その他の人間である「彼ら」と区別するかのように，
“I”と“went”の間にハイフンが置かれているため，「私」の存在がより明
確に強調されている。そして，「私は学校へ行った」ものの，「より賢く」な
ることもなかった，と「学校」への不信感を滲ませている。ましてや「地
球」も「対数」も「教えてくれなかった」のである。
第 4スタンザから，ペルソナの強い不信感がさらに浮き彫りになってい
く。「博学な」はずの「哲学者」でさえも，期待できるような応えは提示し
てくれない。「書物」の中に書かれているなら，すでにペルソナはそれを購
入していただろう。「望遠鏡」は，はるか彼方の「惑星」を捉えるぐらいに
すぐれた道具だが，それを覗いたとしても，真相は見えてこない。もし「忘
れる方法」が発見されたら，「特許権」が与えられるぐらいに価値のあるも
のになるだろう。最後にユダヤ人の説教者である「ラビ」（“Rabbi”）にも
「知らないのか？」と，問うことによってこの詩の語りは終結する。
このように「忘れる方法」は，「博学な」人でも答えることができないほ
どの難問であることが理解できる。しかしペルソナ自身はその正確な答えを
めぐる言及を避けているものの，自然にその方法を習得したと，読者には読
み取れる。また当時の学問に対する疑問や不信を暗示する一方で，その答え
を発見した「私」への自信を顕示している。仮にこのペルソナが詩人である
と考えれば，物事を注意深く観察し，洞察力を働かせて，真実を追究しよう
とした過程の中で，その答えを見出したと考えることは可能だろう。
さらに，ディキンスンがまだ 20代のころに書かれたとされる詩の中に
も，「忘却」と「記憶」の表裏一体の関係が述べられている。
If recollecting were forgetting,
Then I remember not,
And if forgetting, recollecting,
How near I had forgot,
And if to miss, were merry,
And to mourn, were gay,
How very blithe the fingers
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That gathered this, today!（Fr 9 B）
「もし思い出そうとすることが忘れる事なら／私は覚えてはいない」という
逆説的な表現で，この詩は始まる。そして間髪を入れずに，「もし忘れる事
が思い出そうとすることなら／もう少しで忘れるところだっただろう」と述
べられている。そして 5行目以降も対照的なものを比較しながら，ペルソ
ナの考察が進められる。この詩に書かれている仮定の文には，正反対の意味
を持つ単語が用いられている。具体的に言えば，人は何かを「思い出そう
と」しても，その時点で思い出せないことがある。そして「もし忘れること
が思い出すことなら」，ペルソナは「忘れていたことだろう」と推測してい
る。それから「寂しいことが楽しいことならば」や，「悲しむことが陽気な
ことならば」のように，対照的な感情を並置させている。この考え方につい
て，具体例を挙げて述べられているのが，731番の詩である。
A Thought went up my mind today―
That I have had before―
But did not finish― some way back―
I could not fix the Year―
Nor Where it went― nor why it came
The second time to me―
Nor definitely, what it was―
Have I the Art to say―
But somewhere― in my soul― I know―
I’ve met the Thing before―
It just reminded me― ’twas all―
And came my way no more―（Fr 731）
「ある考え」が「今日私の心に浮かんだ」のだが，「途中まで戻ってきた」も
のがあったため，とうとう「浮かんでこなかった」と，ペルソナはやるせな
い気持ちで告白している。それが「二度」やって来たものの，「それがなん
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だったのか」を特定して言葉に表すことが不可能であった，とペルソナは述
懐する。何度か浮かんできたという事実を認識しているものの，それ以上の
ことは，「私の心に浮かんでこなかった」という。心に閃いたものが浮かん
できても，言葉で捉えきれないもどかしさが伝わってくる。詩人にとって，
言葉は命である。詩人には厳選した言葉で物事を明瞭に表現する使命感があ
るからこそ，他人には理解できない詩作の苦労が伴うのだ。
このようにこの章で考察した詩は，人の心がいかに複雑で，思い通りにい
かないものかを詳らかにしていた。64番の詩に表されているように，何か
を払拭したいと思っている時に限って，思い出したくないことが頭に浮か
ぶ。また，思い出そうと集中している時に忘れたかったことが頭をもたげて
くる。本当に言葉で表したいことが浮かんできても，その刹那に浮かんでこ
なくなり，結局詩作が進まなくなることもある。つまり，擬人化された
「心」は，物事や出来事に対して執着できない人のように描かれ，隠してお
きたいことや辛酸を舐めた苦い経験を忘れたいと思っても，皮肉にもそれら
は頭から離れない。このような苦悶する「心」には，人間の内面性が投影さ
れているとも言える。詩の技巧の面から考えれば，ディキンスンにとって
「心」は擬人化されているだけでなく，人間の一部分を表す提喩でもあると
見なすことができる。
この章では，ディキンスン自身の若さと苦い経験が垣間見られる詩を中心
に論述したが，ディキンスンが擬人化のような詩の技巧をも意識していたこ
とが分かった。「記憶」と「忘却」というテーマに関しては，それらが単に
対照的な意味関係をもつだけでなく，互いに複雑な要素が錯綜していること
が分かった。人間にとって，忘れたいと願っている出来事や物事ほど，脳裡
から離れないのである。一方，記憶の糸を頼りに思い出そうと努力しても，
その意味に合致する言葉が即座に心に浮かんでくるわけではない。そのよう
な心の複雑な有り様にも，若い頃のディキンスンは，既に体験していたに違
いない。
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Ⅱディキンスンの「記憶」と「忘却」をめぐるテーマは，彼女の晩年に書か
れた詩の中にも多く見かけられる。詩人として成熟してきた頃に書かれた詩
には，どのような思索が渦巻いているのだろうか。本格的な考察に入る前
に，まだディキンスンが 30代に書いたとされる詩の精読から始めたい。
When I hoped, I recollect
Just the place I stood―
At a Window facing West―
Roughest Air― was good―
Not a Sleet could bite me―
Not a frost could cool―
Hope it was that kept me warm―
Not Merino shawl―（Fr 493 stanzas 1−2）
初めの 2つのスタンザからは，ポジティヴなペルソナの姿が印象的に描か
れている。ペルソナが「西向きの窓」のところに立てば，「荒々しい風」で
さえも「気持ちが良かった」のである。「霙」（“a Sleet”）でさえもペルソ
ナを凍えさせることもなかったし，「霜」もペルソナを「冷たくすることも
なかった」のである。なぜならペルソナは暖かい「メリノショール」で防寒
しているからではなくて，「希望」（“Hope”）がペルソナを包み込んでくれ
たからである。つまり，ここまでで言えることは，外の厳しい気候は，必ず
しもペルソナの心を凍らせることはないということだ。前半と後半の各スタ
ンザに，“hoped”や“Hope”という単語が見られように，心に「希望」を
持つか持たないかによって，印象が 180度変わってくるのである。
When I feared― I recollect
Just the Day it was―
Worlds were lying out to Sun―
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Yet how Nature froze―
Icicles opon［upon］my soul
Pickled Blue and cool―
Bird went praising everywhere―
Only Me― was still―
And the Day that I despaired―
This― if I forget
Nature will― that it be Night
After Sun has set―
Darkness intersect her face―
And put out her eye―
Nature hesitate― before
Memory and I―（Fr 493 stanzas 3−5）
前の 2つのスタンザから，状況が一転している。ペルソナの「私」は，「恐
れていた時」のことを述懐している。「世界は太陽のように横たわっていた」
にもかかわらず，「自然」は逆に凍りついた状況になる。そして「私の魂」
の上に「氷柱」と「刺すような青さと冷たさ」が寄りかかっていたのだが，
ペルソナだけは「静かにしていた」のである。
さらに最終スタンザでは，「私が絶望した日」は，「太陽が沈んだ後の／
夜」なのだろうと説明されている。その「夜」が「暗闇」（“Darkness”）と
いう言葉に置き換えられ，そして「彼女の眼を暗くする」という表現は，何
も見えない状態に陥ることを暗示する。詩の最後では，「記憶と私の／前に
自然はためらう」と言い放った後，ペルソナは語りを終える。
詩全体をもう一度俯瞰的に見れば，自然という外的世界と，「記憶」とい
う内的世界との対立構造が見られる。屋外で「太陽」が出ていても，それは
凍結した自然界となる。しかしながらペルソナを「温めてくれたのは希望だ
った」のである。「希望」は内的な世界の中で生まれるものである。すなわ
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ち，「想像上の内面的な希望の夏は，冬でも温めることができ
5
る」がその一
方で，「内面的な死の冬は，夏に凍えさせることができ
6
る」のである。外的
な自然の状態が，ペルソナに影響を与えることがあっても，「希望」を持つ
ことによって，冷えきった心に温もりを与えることができる。また，批評
家，ジュディ・スモールは，最終スタンザの中で，“eye”と“I”が韻を踏
んでいることに着目して，これらがそれぞれ「自然」と「私」の関係が同列
であることを指摘してい
7
る。「自然がためらう」のは，「肉体的な目が“I”
すなわち自己を構成する視覚的な記憶の目をそこなうことはできな
8
い」から
である。
ペルソナは“I recollect”を第 1，第 3スタンザの中で 2回述べている。
心の中の「記憶」を頼りに，思い出しては語り出す，の繰り返しである。つ
まりペルソナにとって，「希望」は「記憶」の中に宿り，それが心の慰めに
つながるような温もりをもたらしてくれるのである。そのような貴重なもの
は，忘れられることなく「記憶」として脳の中に貯蔵され，「絶望」した時
には，「記憶」を拠り所に「希望」につながることを思い出し，心を奮い立
たせるのである。
次の詩では，ペルソナの「私」が名も無き「汝」に呼び掛けている。
One thing of thee I covet―
The power to forget―
The pathos of the Avarice
Defrays the Dross of it―
One thing of thee I borrow
And promise to return―
The Booty and Sorrow
Thy sweetness to have known―（Fr 1516 A）
ペルソナは「忘却する力」を持ちたいと願っている。「強欲」はただ，「無価
値のもの」に過ぎない。ペルソナが望むのは，欲を持たないことに尽きる。
ただ，戻ってきてほしいのは，「素晴らしいもの」，「悲しいもの」それから
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「甘美さ」の 3つである。「汝」から借りたいことは，物質的なものではな
く，「素晴らしいもの」と「悲しいもの」を経験した「汝」自身であって，
そのイメージはペルソナの「記憶」の中に留まるだろう。言い換えれば，ペ
ルソナが嫌悪するのは，欲にまみれた人物なのである。
ただ，「忘却」の難しさを認識しなくてはならないことも事実である。
To be forgot by thee
Surpasses Memory
Of other minds
The Heart cannot forget
Unless it contemplate
What it declines
I was regarded then
Raised from oblivion
A single time
To be remembered what―
Worthy to be forgot
My low renown（Fr 1601 A）
冒頭から難解な思惟の有り様が展開されている。つまり，「忘れられること」
は「記憶を超越する」という。なぜなら「心」というのは，「何を拒否する
かを／考えない限り／心は忘れることはできない」からである。人間の
「心」というのは，忘れようとしてもそう簡単に忘れることはできない。一
般的には時間が経過するにつれて，人間は徐々に昔の出来事を忘れてしま
う。しかし，忘れようとあがいても，忘れられないこともある。「心」はそ
れほど複雑なメカニズムを有しているのである。
詩の 8行目に「忘却」（“oblivion”）という単語が使われている。それは
人が「（世に）忘れられている状
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態」という意味を持つ。ペルソナは「忘却
から呼び出された」と述べている。ペルソナの「私」は既に過去の人になっ
て，世間から忘れられていたという想定で書かれているのだろう。しかし
「ただ一度」でも「忘れるに値する何かを／記憶されていることが／私の小
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さな名声」だとペルソナは断言する。たとえばディキンスンという詩人がこ
の世を去るということになれば，生前に本格的な詩集を出版しなかったの
で，世間から忘れられる確率は高いと言える。しかし，ディキンスンは自分
の死後に，自分が書き残した詩が，後世の読者たちの目に留まり，その名前
が知れ渡って，別の読者たちへと伝承されていくことを予期したのかもしれ
ない。たいていの人たちは，昔の古い作家や詩人のことを忘れてしまうが，
詩という作品は，詩人から離れて独立していく。この詩人と詩の関係を，簡
潔に表した詩を引用する。
The Lamp burns sure― within―
Tho’ Serfs― supply the Oil―
It matters not the busy Wick―
At her phosphoric toil!
The Slave― forgets― to fill―
The Lamp― burns golden― on―
Unconscious that the oil is out―
As that the Slave― is gone.（Fr 247）
「ランプ」とそれに「油」を加える「奴隷」の姿が描かれている。しかし，
「忙しい芯」は「燐の光を出す苦労」を伴う仕事に勤しんでいるため，「奴
隷」に気を留める様子もない。
第 2スタンザになると，「奴隷」は「油を満たすのを忘れる」と書かれて
いる。一方，「ランプ」はさらに「黄金色に燃え続ける」のである。「ラン
プ」は「油が切れた」ことにも「意識せず」（“Unconscious”）に燃え続け，
また「奴隷がいなくなった」という非常事態にも気にする様子はない。この
最後の行の“gone”には，「死んだ」という意味も内在するため，「奴隷」
はいつの間にか亡くなった，とも考えられる。「油」を補充してくれる人が
いなくなったにもかかわらず，「ランプ」は眩いばかりに「燃え続ける」の
である。「ランプ」の光が絶えることなく燦然と輝きを放つ一方で，「奴隷」
の命は有限である。しかしながら「奴隷」の死は，“gone”という一語でし
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か暗示されず，儚い一生をも感じさせる。
ここでもう一つ，「ランプ」をテーマにした詩を引用する。
The Poets light but Lamps―
Themselves― go out―
The Wicks they stimulate
If vital Light
Inhere as do the Suns―
Each Age a Lens
Disseminating their
Circumference―（Fr 930）
この 930番は，幾つかのアンソロジーに選ばれるほど人口に膾炙した詩で
ある。ここでは「奴隷」ではなく，「詩人」が「ランプ」を点灯する人にな
っている。しかしこの「詩人」もいなくなると，「ランプ」の火は「生命の
光」へと変容して，その「光」の輪を広げていく。さらに時代を超越して，
絶えることなく燃え続けていく。逆に「詩人」の存在感はほとんど感じられ
ず，死後には世間から忘れられていくことになる。
930番の詩の「ランプ」は，ストナムが指摘しているように，「詩」を表
す隠喩と見なすことができ
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る。つまり，「ランプ」である詩またはその言葉
は，「詩人」がこの世からいなくなっても生き続け，それぞれの時代の読者
たちに影響を与え続ける。詩が「真の芸術の永続
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性」を証明することを，こ
の詩は訴えている。
この考察を 247番の詩に当てはめれば，この詩の「ランプ」を詩に，「奴
隷」を詩人に置き換えることは可能だろう。詩人である「奴隷」は，さらに
広がっていく「ランプ」の炎に比べて，地味で目立たない労働者の一人であ
る。他方，詩の隠喩である「ランプ」は時代が続く限り，不滅の生命力を保
持している。このように 247番と 930番は，詩人の立場やあり方を暗示し
ている詩である。詩人は生涯を終えると，時間とともに忘れられていく存在
なのである。これらの詩では，詩人よりも詩に重点が置かれているが，その
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ような詩人の立場が否定的に表現されているというよりは，むしろ詩人のあ
るべき姿を冷静な視点で直截的に描かれていると言える。
「忘却」について，次の 4行詩を読む。
Above Oblivion’s Tide there is a Pier
And an effaceless“Few”are lifted there―
Nay― lift themselves― Fame has no Arms―
And but one Smile― that meagres Balms―（Fr 1552）
人々の「記憶」から忘れられていった人や物が流されていく「忘却の潮」の
上に，「桟橋」が架かっている。そして「消し去ることのできない何人かが，
そこに引き揚げられる」とある。つまり「名声」を手に入れた人は，「自分
自身で上がってくる」のである。「忘却」の中からごく少数の何人かだけが，
「名声」を持つに値すると認められる。そのような人は，特別な存在なので
ある。次の詩がそのことを証明している。
Fame’s Boys and Girls, who never die
And are too seldom born―（Fr 892）
「名声の少年少女たちは，亡くなることはない」としながらも，「誕生するこ
とも滅多にない」のである。しかし，特殊な才能を持った詩人でも，247番
や 930番の詩で考察したように，不滅の生命力をそなえているとは限らな
い。892番では「名声」を持った「少年少女たち」はまだ若いため，いずれ
彼らの才能を開花させて，名を成すことになるのだろう。そして彼らの死後
も，遺した作品が生き続ける。ただし，真の「名声」に値する人間は，滅多
に現れるものではないことを，この短い詩は強調している。
この章で考察したように，「記憶」と「忘却」には単に対照的な意味を持
つものだけでなく，難渋で複雑な面があることも分かった。1601番のペル
ソナが語っているように，「忘れられるに値する何かを／記憶されているこ
と」が，ディキンスンの「名声」の定義である。「忘却の潮」から「桟橋」
に引き揚げられた人々のように，ディキンスンの名を思い出してくれる読者
が一人でもいれば，それが彼女の夢であり，また「希望」となる。
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結 論
これまでの考察の中で，「記憶」と「忘却」という 2つの言葉をキーワー
ドにしながら，ディキンスンが詩人と詩の関係，および詩の生命力をめぐっ
て，強い意志を持って詩を書き続けたことが分かってきた。「忘却」という
言葉の解釈は，非常に難渋であることも分かった。なぜなら「忘れる方法」
は，誰かに教わるものではなく，自分自身の経験を元に，心を整えておかな
ければならない。逆説的に言えば，忘れられないものほど，その時の印象や
記憶が鮮烈だったことになる。また，新たに「名声」という言葉とも関連性
があることが掌握できた。「名声」と「記憶」については，シェイクスピア
のソネット 55番の中で，以下のように書かれている。
Not marble, nor the gilded monuments
Of princes, shall outlive this powerful rhyme;
………………………………………………………
You live in this, and dwell in lovers’ eyes.
（Sonnets No.55 ll.1−2,
12
14）
「大理石や金メッキを施された王子らの記念碑も／この力強い詩文より生き
延びることはない」とあって，さらに「あなたはこの中（詩文）に生き続
け，君は愛する人々の目の中に生き続ける」という。このソネットの引用部
分は，まるでディキンスンの詩人論を代弁しているかのようである。つま
り，どんなに飾り立てられた「記念碑」も「力強い詩文」にはかなわない。
詩こそが永遠に生き続け，その中に書かれた人物も同様にこの詩の中で生き
続けるのである。言い換えれば，それは詩人の死後も，読者がいる限りは永
遠の命脈を保つことになる。ディキンスンもまた，自分の書き残した詩が読
者の「記憶」に留まってくれることを願っていた。実際，「名声」を得る詩
人は，あたかも「奴隷」のような忍耐力が必須である。そして粒粒辛苦の末
に完成した珠玉の詩は，芸術として時代を超えて読み継がれ，その詩を読む
「誰かを励ます」（Fr 665）ことになる。この考えこそが，ディキンスンが
エミリィ・ディキンスンの詩における記憶と忘却 ７１
目指した理想的な詩人と詩の有り方だと言える。
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Had not Shakespeare wrote―
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